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しかしワロミトワラ可ー で、iま集いぐ〉！士、 I色の
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あづ？ミけれど実験ては℃らさき ℃奏、や妹、青
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色乞士吐、令十〉をもにつれ て色命、 θ日3《な 3

カσ予去：色色

（カニうーテしビハ。ソコシのデJスフ。し千）

オ色走）， t仁毛この三尿色 ト 、小、ろなわ ＇）令γ
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色乞ぬっ木1;＇コマを臼しず；： l｝、カラウ／しで来 L¥ ¥ 
~~ －－／ ～「

支秀実でした。

最初 コマをθしても写皇てう主くとれす：

℃、うしぶうか Y色、今f三i十h℃： モー lヲーをイ会うと℃を

危＼ ＇＼づ＼. ＼て． きれ＼¥ （ζ臼モて写室コちにれてよろ＼つれ

て守口

先の色を まぜて、 年生の黒ーやコマの色℃色合、

遣う 色になj之の寺 li~ ~－ゥ （ 1.，しま し七 a

へ。ーハ。ーワロ マトヴラフィーもぐン η色が、j七か：

ていえの を見るのが、きれいで棄しかヲイミて‘寸。

午、／ナン ペ~－－－）·＼＂ー で、やづ 七けれど、 ぺ 。ーハ 。ーワ σ

マトザうつィ－ ~］ めろか代を佼入！士、もうときれ＼＂＼ lて

きzが ）Ti-IJ＇れナζが毛 しれ な＼＼のて：今／支やって 計七＼¥ 

てす。
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ふナ之、、久、イOf叉＋；＿（見て t¥ ~色も全て三 f烹色ぢ＼う

て、、きて＼¥ ~℃；芝、ラ之、不足、誌で、 す 。

件！な 夏休み弁！ミ花火大台きに ~T をまし た t とても

きれいな花火ボょが＼） ましれ。 花火のけち れうな

色ti，金易をも令しすこ咋（て、 その金属与の手金魚べよゥで

ほの討の色が這うこ℃ （炎色反応、〉を利用して
会k一一

て、きて いもそラです。そう N う色の研克之、これがう

やちて計ナ之いな℃足、いましで。

主主、ヘo- I＇。ーワ σマトつづっィーをイたて．食＇ftftff} Iて

℃、人なをの着色料引いよ、くまれ ていもかを主ff/ぺ3

－ と℃が‘叱．きちそフなのて；それーも－~与、て狩？－ミれです。
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